
 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

季節のお手入れ 【5 月】 

この季節は湿度が低いため、 

壁紙のはがれや塗装のはがれがありましたら 

直すのに良い時期です。 

 

 

 

 

株式会社 鈴木住研 
TEL 042-424-1449 FAX 042-424-1446 

E-mail info@suzukijyuuken.com 
ホームページ http://www.suzukijyuuken.com/ 

電話・FAX・メールにてお気軽に資料請求してください

⺟の⽇は、⽇頃の苦労を敬い、感謝の気持ちを表す⽇であり、カーネーションを贈るのが⼀般的です。 
ではなぜ 5 月の第 2 ⽇曜が⺟の⽇となったのでしょうか。 また、カーネーションを贈るようになったのはどんな理由か
らなのでしょうか。 誰もが知っている⺟の⽇がどのように⽣まれたのか、ちょっと調べてみました。 
 
⽇本の⺟の⽇はアメリカから伝わった 
⺟の⽇は世界各国にあり由来もさまざまですが、⽇本の⺟の⽇はアメリカから伝わった風習です。 
1905 年 5 月 9 ⽇、アメリカのフィラデルフィアに住む少⼥「アンナ・ジャービス」が⺟の死をきっかけに、「⽣きてい
る間にお⺟さんに感謝の気持ちを伝える機会を設けるべきだ」と働きかけたのが始まりとされています。 
この働きかけがアメリカ全土に広まり、1914 年には当時の⼤統領「ウィルソン」が、5 月の第⼆⽇曜⽇を「⺟の⽇」と
制定し、国⺠の祝⽇となりました。 
また、アンナの⺟親が好きだった⽩いカーネーションを追悼式の祭壇に飾ったことから、⺟が健在であれば⾚いカーネー
ション、亡くなっていれば⽩いカーネーションを飾るようになり、現在のように「⺟の⽇にはカーネーションを贈る」習
慣が⽣まれたと言われています。 
⼀⼈の少⼥の⾏動が国⺠の祝⽇にまで広がるなんてすごいですよね。 
⺟を思う⼤切な気持ちがきっかけ 
アンナの⺟であるアン・ジャービスは牧師の夫を早くに亡くし、戦争や病気で 8 ⼈の子供を失いながらも残った⼆⼈の
娘を⼥⼿⼀つで育て上げた強い⺟であり、社会活動家でもありました。 
その活動は病気や貧しい⼈のための募⾦活動や⾷品検査、公衆衛⽣活動。 
南北戦争時には中⽴を宣言するとともに、南北双⽅の兵⼠を看病したり、双⽅の敵意をなくそうと試みたイベントに南北
双⽅の兵⼠や地域の⼈々を招くなどして⼤成功を収めるなど、⼥性の地位がまだ低かった当時のアメリカで社会改⾰にも
貢献しました。 
さらに敬虔なクリスチャンで⽇曜学校の牧師を 26 年間も務めていたそうです。 
このような経歴を持つアン・ジャービスだからこそ、追悼式でのアンナの⾏為が社会的にも注目を集めたのでしょうね。 
⺟の⽇のはじまりはアンナが⺟を⼤切に想う気持ちから⽣まれたといっても過言ではないようですね。 
また、カーネーションの花言葉が「⺟の愛」、「純粋な愛」と⺟性愛を象徴するものだったことも影響しているのではない
でしょうか。 

四角いカタチが"物干し"をサポート 
四角いカタチにより、ハンガーが竿の 2 点に接することで、 
ハンガーの向きを揃えやすくする効果があります。 
そのため⾐類間の風通しの良い状態を保ちやすくし、 
⾒た目にも美しく干すことができます。 

建築用語 【ルーバー】 

ルーバー（Louver）とは、羽板（はいた）と呼ばれる細長い板

を、間隔をあけて平行に組んだもの。 

もしくは斜め平行になった羽板の形式をいう。 

ジャロジーやブラインドなどに用いられる。 

⽇本では 3 ⽉だった⺟の⽇ 
⽇本で最初に⺟の⽇が⾏われたのは、明治時代末期と言われています。 
それが⼤正時代になるとキリスト教会や⽇曜学校で徐々に広がっていき、昭和に入ると⼤⽇本連合婦⼈会が結成されたの
をきっかけに、皇后の誕⽣⽇の 3 月 6 ⽇を⺟の⽇と定めました。 
当時の⺟の⽇はそれほど国⺠には普及していませんでしたが、1973 年（昭和 12 年）お菓子メーカーである森永製菓が
「森永⺟の⽇⼤会」と称して⼤々的な告知⾏い広めたことで全国的に認知され、⺟の⽇は各地に広まっていきました。 
また、1949 年ごろからはアメリカの例にならって 5 月の第 2 ⽇曜⽇に⾏われるようになり、これが⼀般的となりました。 
 
カーネーションの色の意味 
⺟の⽇に贈られるカーネーションの花言葉は、「⼥性の愛」や「感覚」、 
「感動」、「純粋な愛情」などです。 
それぞれのカーネーションの色の意味をご紹介します。 
赤 
⺟の⽇に贈るカーネーションの定番色です。⾚いカーネーションの花言葉は、 
「⺟への愛」や「⺟の愛」、「純粋な愛」「真実の愛」などです。 
カーネーション各色の花言葉のなかで、最も直接的な⺟親への想いが込められています。 
深い赤 
同じ⾚でも色味が暗い、深い⾚のカーネーションは、「私の心に哀しみを」という意味合いに変わります。 
そのため⺟の⽇には単に⾚い色を選ぶのではなく、色の明暗にも着目することが⼤切です。 
白 
⺟の⽇が始まった頃にシンボルとされていた、⽩いカーネーションの花言葉は「私の愛情は生きている」や「尊敬」です。
亡くなった⺟親をしのんで贈る花の定番として有名なカーネーションです。 
ピンク 
可愛らしいピンクのカーネーションの花言葉は、「感謝」や「気品」、「温かい心」、「美しい仕草」です。 
⾚いカーネーション同様、こちらも⺟の⽇に伝えたい想いが込められた花言葉になっています。 
⻩色 
淡い⻩色のカーネーションは華やかな⾒た目ですが、花言葉は「軽蔑」や「嫉妬」です。 
贈り物としては注意が必要なカラーです。 
オレンジ 
オレンジのカーネーションの花言葉は「熱烈な愛」や「純粋な愛」です。 
愛にあふれた花言葉ですが、どちらかと言えば恋⼈へ向けられる愛に近いニュアンスの意味を持っています。 
⻘ 
遺伝子組み換えや、⽩いカーネーションへの着色で作られる⻘いカーネーションの花言葉は、「永遠の幸福」です。 
寒色ながら、花言葉には幸せを願う温かい気持ちが込められています。 
紫 
古くから⾼貴な色とされる紫のカーネーションの花言葉は、「誇り」や「気品」です。 
落ち着いた色合いから、亡くなった⺟親をしのんで贈るアレンジメントなどにも使⽤されます。 

●やわらか素材を採⽤ 
竿の先端にやわらか素材を採⽤することで、⼈や物への接触に配慮しました。 
●伸縮機能付き 
竿の先端を 90 度回すことで、簡単に⻑さを調整できます。 
操作性にも心地よさを求めました。 
●竿が脱落しにくい段差付き 
竿を最も縮めた状態でも段差が残るカタチにすることで、 
物干⾦物から脱落しにくいように配慮しました。 
●たくさん干しても安心 
耐荷重 15kg なので、洗濯物をたくさん干しても安心。 
※洗濯物を均等に干した際の耐荷重です。 


